
背景

全文検索システム『ひまわり』における
言語分析支援機能の拡張

従来の『ひまわり』の主な言語分析支援機能

拡張機能の実現

拡張機能の設計

既存システムの機能分類と『ひまわり』の位置づけ

山口昌也 （国立国語研究所）

利用者自身が用例を
「目で見る」タイプの分析方法

基本的な方針

 XML文書に対する
コンコーダンサ

 言語資料に適した表示

 コーパスの巨大化への対応
 大量の用例（表示しきれない場合も）
 統計的分析に必要な情報の取得が困難（例：総文字数）
 外部アノテーションDB（形態素解析結果など）の肥大化

問題点

検索結果・コーパスの内容を
集約する機能の必要性

 コンコーダンサ
（少納言など）

 検索結果の集約機能
（AntConc，NINJAL-LWPなど）

 統計分析機能
（KHCoderなど）

 統計的分析の支援ができるようにする（≠ 統計分析機能）
 アノテーション結果の集計
 外部アノテーション機能の改善

 検索結果を集約できるようにする
 検索中の集約
 一覧作成機能の改善

検索結果の集約（国会会議録における発言者の年齢分布作成を例に）外部アノテーション用データベースの改善

アノテーション結果の集計

 コーパスファイル(XML文書）に
直接アノテーションしない方式

 検索結果からデータベースを
閲覧可能

 アノテーションした要素と属性の
一覧を作成

 一覧作成対象の要素は，３階層まで
指定可能

 要素の各種情報の集計・抽出
• 要素の出現頻度
• 要素中のテキスト長
• 要素中のテキスト
• 前後要素の情報

 会話ごとの文字数
（名大会話コーパス）

 話者ごとの発話数
（名大会話コーパス）

 bigram

（名大会話コーパス）

• meidai タグ（会話）
• 文字数オプション

• meidai タグ（会話）
• u タグ（発話）
• 頻度オプション

• s タグ（短単位）
• 文脈オプション（長さ１）
• 頻度オプション

 RDBから独自データベースに変更
• サブコーパスごとに作成可能
• データサイズの削減（約1/4）
• 高速化（2～3倍程度）

会議の開催年と発話
者年齢一覧の作成
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１ ２ 年月日を年に置換 ３ 再集計

 頻度を再集計
 Excel などの

外部プログラムに
エクスポート

ピポットテーブルで
クロス集計し，
グラフ表示した例

新しい『ひまわり』

 XML文書に対するコンコーダンサ
 検索結果の集計機能
（検索結果をすばやく目で概観する）

 統計分析支援機能
（外部プログラムで統計分析しやすくする）

※『ひまわり』用『国会会議録』パッケージ
（衆議院・予算委）を使用


